
 

９月某日、弊社設立時のメンバーであるケアマネジャーの古賀さんが還暦を迎えられ、親しい

有志で還暦の祝賀会を執り行いました。 

当日は、還暦のシンボルである赤い帽子とＴシャツなどをプレゼント。古賀さんの嬉しそうな笑

顔に、集まったメンバー一同も温かい気持ちになりました。 

古賀さんと私は２０代からの同僚ですが、当時と変わらぬエネルギッシュな姿に、還暦という実

感が湧かないほどです。今後も地域福祉の要として、ケアマネジャーの職務に邁進していただけ

ることを期待しています。 

現在、介護業界における高齢化は顕著です。統計によると、ホームヘルパーの平均年齢は５

４歳（６０歳以上が４割）、ケアマネジャーの平均年齢は５５歳（６０歳以上が３５％）となっています。 

弊社においても、還暦を迎える、あるいは超える職員が増加傾向にあります。 

しかし、世間には８０歳でも現役として素晴らしいパフォーマンスを発

揮されている先輩方が大勢います。年齢に関わらず、高い向上心を持

ち、健康管理に努めることで、キャリアはどこまでも更新できると考えて

います。 

職員の皆様が安心して長く活躍できる環境づくりに努めるとともに、私

自身も「これからが力の見せ所」と心を新たに、より一層精進してまいり

ます。 
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～あなたと夜と音楽と～ 

秋の夜長、静かなお部屋でゆったりとクラシック音楽を聴いてみるのはいかがでしょう

か？ 

おすすめしたいのは、「炎のコバケン」の愛称で親しまれている指揮者、小林研一郎さん

の音楽です。長年にわたって情熱あふれるタクトで多くの人に感動を届けてこられ、新宿区

の名誉区民にも選ばれた、とても素晴らしい方なんです。そんなコバケンさんが指揮するチ

ャイコフスキーの「交響曲第５番」は、まさに心へじんわりと染みわたる名曲です。 

特に聴きどころは、しっとりとした雰囲気が漂う第２楽章。うっとりするようなホルンの優し

い音色が、秋の夜の静けさに溶け込んでいきます。そして曲が終盤に向かうにつれて、あた

たかな情熱とエネルギーがあふれ出し、聴いているだけで勇気と元気が湧いてくるのです。 

あたたかいお茶やワイン等、お好きな飲み物を片手に、深まりゆく秋の夜長と音楽の響き

に身を委ねて、特別なひとときをお過ごしください。 
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